
授業科目 コミュニケーション英語Ⅰ ２０２１年度 

英語科シラバス 学年・コース 1学年 探究 単位数 ３ 

授業内容 

教科書のさまざまなテーマの英文を読み，そこに述べられている情報や考えなどを
的確に理解し，適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。また，英語を通じて、積極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 
「聞く」「読む」「書く」「対話」「発表」の５技能を有機的に関連付け,総合的に学習

を行う。JETの授業での既習内容を ALTとの言語活動を通じ,英語運用能力の向上に努
める。 
１）Listening教材を使った聞く活動 
２）Retelling，Speakingを意識した表現活動 
３）Route Map，Summaryを使った内容理解および語彙の定着 
４）その他にもタイムリーな教材を使用しながら，総合的な英語力を培う 
 

到達目標 

「聞く」「読む」「書く」「対話」「発表」の５技能について学年末までに次のことがで
きるようになることを目指す。 
 
１）事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要

点をとらえたりすることができる。         
２）説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえる
ことができる。また，聞き手に伝わるように音読することができる。 

３）聞いたり，読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え
などについて，話し合ったり意見の交換をすることができる。 

４）身近な出来事や自分の考えを，簡単な英文で読み手に伝わるように書くことがで
きる。 

 

評価方法 

評価の観点（定期テスト６０％・平常点４０％） 

・定期試験では教科書で履修した語(句)を用いてリスニングテストを実施する。  

・授業参加や発表の回数，グループワークのシート等の内容によって評価する。 

・週末・長期休暇などに課される課題などの提出物を評価する。 

・小テストや教科書の英文の Readingなども評価する。 

以上の４点について定期テストや授業での確認テスト，課題提出，授業への取り組む

姿勢などを総合的にみて評価する。 

 

使用教材 

・Revised POLESTAR English Communication I（教科書）【数研出版】 
・POLESTAR English Communication I Work book【数研出版】 
・Data Base 3000 基本英単語・熟語 5th Edition（単語帳）【桐原書店】 
・Vision Quest 総合英語 Ultimate（文法参考書）【啓林館】 
・辞書 
 

その他 
3単位の内 1単位は，ネイティブと日本人英語教師との Team Teaching である。 

定期試験にはリスニング問題が課せられる。 

 

●授業進度表 
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授業科目 英語表現Ⅰ 年度 

英語科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ３ 

授業内容 

英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するととも
に，事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しなが
ら伝える能力を養う。 

教科書の文法事項を学び，既習の文法・語彙を用いて自分の考えをまとめて，発表
する英語運用能力をつける。 
適時，辞書・参考書等も活用し展開する。 

 
・Model Conversationで文法項目の使用場面を把握する 
・Build-upで表現するための文法を理解する 
・Practiceで自分が理解したことを outputすることで定着を図る 
 
以上のことと平行して，Vision Quest総合英語 Ultimateを使って文法事項の理解を
深める。 

到達目標 

言語や文化に対する理解を深め，コミュニケーションを図ろうとする態度を養うと
ともに，論理的な思考力を養う。また，論理の展開や表現の方法を工夫し，自分の考
えを伝える能力を養う。特に，英語を使った「表現」について学年末までに次のこと
ができるようになることを目指す。 
 
１）英語の語順を理解し，基本的な文を書いたり，発話することとができる。 
２）英単語の正しい強勢，文の正しい強勢，イントネーションを理解して，英文を音

読することができる。 
３）スピーチや簡単な英文を書く(例えば自己紹介文など)にあたって，既習の文法を

用いて，英語で自らの考えを発信できる。 
４）段落を意識した構成で，ある程度まとまった英文を書くことができる。 
 

評価方法 

評価の観点（定期テスト６０％・平常点４０％） 

・ALTによるスピーキングテスト  

・授業参加や発表の回数 

・週末・長期休暇などに課される課題などの提出物を評価する。 

・小テスト 

以上の４つを平常点として評価する。 

・定期試験では外部検定試験を意識させるために，80～100 語程度のライティング問

題（20～30 点の配点）を出題する。 

 

使用教材 

・English ExpressionⅠ Vision Quest (Advanced)（教科書）  【啓林館】 
・English ExpressionⅠ Advanced Work（ワークブック）  【啓林館】 
・Vision Quest 総合英語 Ultimate（参考書）         【啓林館】 
・Data Base 3000 基本英単語・熟語 5th Edition（単語帳）  【桐原書店】 
・辞書 

その他 
3単位の内 1単位は，ネイティブと日本人英語教師との Team Teaching である。 

 

●授業進度表 
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授業科目 芸術 音楽Ⅰ ２０２１年度 

芸術科シラバス 学年・コース 1学年 探究（選択） 単位数 ２ 

授業内容 

主に音楽理論の学習とバンド編成による楽曲の演奏活動を通して、音楽的感性を深め、

演奏の基本手法を実習すると共に、主体的かつ創造的な芸術的表現を行う。 

1学期 音楽理論（楽典）と実習 視唱 基本奏法の練習 

2 学期 基本奏法の練習と合奏・声楽パートの練習及び弾き歌い。発展的な音楽理論

の学習 

3学期 発展的合奏表現と作曲 

ただし、日本音楽史・西洋音楽史については年間を通して適宜行う。 

到達目標 

○基本的楽典の理解。調性音楽の原理理解。借用和音と転調の理解。 

○メンバーの志向等を共有・共感しながら演奏課題曲の選定と担当楽器の設定を行う 

○各楽器の基本奏法の理解と演奏。コード・ネームに関連した楽典の理解と連携。 

○各楽器に関連した機材等の効果および操作理解 

○個人練習・合奏練習のメニュー理解と稽古実施 

○声楽的観点による歌唱表現の工夫 ○弾き歌いを中心にした楽曲の解釈と理解 

○音楽における様々な様式と歴史の理解および応用 

評価方法 

［単位修得要件］ 出席日数、授業参加練習態度、持ち物（楽譜など）、順番で行うレ

ッスン等の評価、学期ごとの学科（筆記）試験、同学年末の演奏実演。以上を加味し

ながらこれらを「知識・技能」40％「主体性」30％「表現力・判断力・思考力」30％

の観点別で評価を決定する。 

使用教材 教育芸術社 ＭＯＵＳＡ Ⅰ 及び 各グループ毎の課題曲楽譜  資料プリント等 

その他 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 小・中学校で培われた音楽的演奏能力お

よび音楽的知識一般。ただし楽器演奏の経験および能力は特に問わない。 

［注意事項］ この授業は主体的な音楽表現を試みる事を目的としている。そのため

音楽理論の専門的な知識の理解や、初めて演奏する事になる楽器の演奏などについて、

指定された課題を丁寧に練習していくことが求められる。これらの総体として音楽的

表現の可能性を実体験し追求して欲しい。 

 

●授業進度表 
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授業科目 化学基礎 ２０２１年度 

理科シラバス 学年・コース 1学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

教科書の内容を的確に理解し，日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への

関心を高める。化学を学ぶ上で身につけるべき基本的素養のため，知見を広げ，既有知識

と結び付けながら自分なりの意見を持ち，他者に伝えられるよう，「聞くこと」，「読むこ

と」，「話すこと」（やり取り・発表），「書くこと」の 5 領域を有機的に関連付け，総合的

に学習を行う。 

 

① 教科書・資料集を用いた内容理解，情報収集能力の向上 

② 教科書の探究活動を使った課題解決能力，創造力，表現力の育成 

③ その他にも随時，副教材や資料等を使用しながら，化学を学ぶ上で身につけるべき基

本的素養を涵養する 

到達目標 

化学の基本的な概念や原理・法則の理解から科学的な見方や考え方の資質・能力を向上さ

せ，自律した学修者を目指す。 

【第１編 物質の構成】 

原子の構造及び電子配置と周期律の関係，物質の性質については化学結合との関係を理解

し、物質の種類や形，性質などの科学的な見方ができる。 

【第２編 物質の変化】 

物質量を学習した後、化学反応の量的関係，酸と塩基，酸化還元反応から化学反応に関す

る基本的な概念や法則を理解し，それらを日常生活や社会と関連付けて考察できる。 

評価方法 

【知識・技能】(40)…定期試験、小テスト 

【思考力・判断力・表現力】(30)…定期試験、授業内活動 

【主体的に学習に取り組む姿勢】(30)…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書：化学基礎【東京書籍】 

資料集：フォトサイエンス化学図録【数研出版】 

問題集：ニューグローバル 化学基礎＋化学【東京書籍】 

 

●授業進度表 
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授業科目 国語総合（現代文） ２０２１年度 

国語科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

・ 読解の基礎的な方法を理解する。（文の構造・文章の構成など日本語の規則や論理

の基本、筆者の主張を把握する着眼点など）それを活用して優れた文章を多く読む。 

・ 漢字・語彙など基本的な知識を習得し、それを活用する。 

・ 評論の構成や展開を捉え、論旨を的確に把握し、要約する。 

・ 小説に描かれた出来事・場面・登場人物の心情や関係性を読み取る。 

・ 詩歌の形式やリズム・表現技法とその効果を理解して、描かれた世界観を味わう。 

・グループ学習・発表・質疑応答などの活動を取り入れ、人の意見を理解し、それに

対する自分の意見を表現する。 

・ さまざまなテーマの文章や作品に興味関心を持てるように読書指導を行う。 

到達目標 

・ 基礎的な語彙力をつけて、自己の言語能力を高める。 

・ 主張と論拠など情報と情報との関係について理解する。 

・ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深める。 

・ 思考力を高め、自己の思いや考えを表現する力を身につける。 

・ ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合う態度を養う。 

評価方法 
定期考査・小テスト・課題・提出物・ノート・授業に対する態度などを通し、知識・

技能、思考力・判断力・表現力、主体性の観点から総合的に評価する。 

使用教材 

教科書 国語総合 現代文編（東京書籍） 

副教材 新総合 図説国語（東京書籍） 

力をつける現代文１・２ 五訂版（数研出版） 

セレクト漢字検定 5-2級三訂版（桐原書店） 

その他 

・自主的に意欲を持って取り組みましょう。 

・予習として、本文を読み、語句の読み・意味調べを行うこと。 

・漢字検定における目標級を設定して、その取得に努めましょう。 

・本や新聞など日常的に文章に触れて、自分で考える習慣をつけましょう。 

 

●授業進度表 
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授業科目 国語総合（古典） ２０２１年度 

国語科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ３ 

授業内容 

＜古文＞ 

◎基本的な古語や文法（歴史的仮名遣い・用言・助動詞など）の知識を習得する。 

◎知識を活用し、現代語訳の仕方について理解する。                           

◎文章を読解し、内容・要旨・心情などを理解する。 

◎作品に対する自分の意見を的確に表現し、生徒同士が伝え合い、共通点や相違点を考え、評価し

合う。 

◎古典作品を自分なりの視点で読み、作品に描かれている情景・心情などを読み深める。 

・説話を読み、その面白さに触れて古文に親しむ。 

・歌物語の登場人物の心情と行動を読み取り、物語の中での和歌の役割を考える。 

・随筆を読み、そこに表現されている筆者のものの見方や考え方を理解する。 

・日記文学の特色を理解し、作者の思いを読み解く。 

・和歌の修辞を理解し、詠まれた状況や心情を想像し、和歌を鑑賞する。 

・各作品に関する文学史的な知識・時代背景・古文常識を理解し、鑑賞に活かす。 

＜漢文＞ 

◎基礎知識（訓点、書き下し文、置き字、再読文字、句法など）の習得と読解能力の養成を行う。 

・漢文故事の面白さを知るとともに、そこに見える人間の考え方を理解する。 

・寓話を読解し、その話が意味する内容を推察する。 

・史話を読解し、時代背景を考え、人物の言動や心情を捉え、人間の生き方を考える。 

・漢詩のきまりを学び、詠まれた状況・心情を想像し、漢詩を味わう。 

到達目標 

◎ 古典作品に対する興味・関心を育み、古典に親しむ。 

◎ 古典の特徴・現代文との違いを知り、古典を読む基礎を学び、読解力を身につける。 

◎ 筆者と作品や時代背景について理解し、古典世界における人々の思想や感情を読み取り、思考力

や想像力を高める。 

評価方法 

①知識・技能②思考・判断・表現③主体的に学習に取り組む態度の 3つの観点から評価する。定期考

査、小テスト、課題・ノートの提出・日常の授業の取り組み姿勢、発表状況・出席状況などを総合的

に判断して評価を行う。 

使用教材 

教科書 ◯「国語総合 古典編」（東京書籍） 

副教材 ◯「完全傍訳 やさしくくわしい 古典文法 三訂版」（尚文出版） 

◯「記入してわかる やさしくくわしい 古典文法ノート 修訂版」（尚文出版） 

    ◯「四訂版 力をつける古文 ステップ１」（数研出版） 

    ◯「keypoint古文単語 330 三訂版」（いいずな書店） 

    ◯「新明説漢文」（尚文出版） ◯「新明説漢文ノート 修訂版」（尚文出版） 

その他 
受身でなく自力で読むという意識を持って予習を徹底してください。 

根拠をもって解答できるように、本文の読み取りを練習すること。 

●授業進度表 

  
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

文法 仮名遣い・用言

説話 今昔物語集

随筆 徒然草

文法 助動詞

歌物語 伊勢物語

日記 土佐日記

和歌 万葉集など

訓読 訓読・格言

故事 孟子

寓話 列子

史話 十八史略

思想 論語

漢詩 唐詩

夏
休
み

2
学
期
中
間
試
験

2
学
期
期
末
試
験

冬
休
み

学
年
末
試
験

春
休
み

11月 12月 1月 2月 3月

1
年
探
究

国
語
総
合
　
古
典

古
文

1
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

漢
文

10月学
年

科目区分 単元 項目・作品
4月 5月 6月 7月 8月 9月



授業科目 芸術 書道Ⅰ ２０２１年度 

芸術科シラバス 学年・コース １学年 探究(選択) 単位数 ２ 

授業内容 

・ 書写と書道の違いを理解する。姿勢・執筆法、用具・用材を理解する。 

・ 書の歴史を知る。 

・ 中国の歴史的作品の鑑賞・理論を通し、臨書（実技）をする。 

・ 楷書の学習 

・ 行書の学習 

・ 平仮名、片仮名の成り立ちを理解し、平安時代の仮名の基礎を学ぶ。 

・ いろは歌・連綿 

・ 漢字仮名交じりの書を通して、伝達から表現を目的とした書作品を学ぶ。 

・ 日常生活における実用的な書を学ぶ。 

授業計画 

・ 楷書の学習（中国古典：九成宮禮泉銘・孔子廟堂碑・雁塔聖教序・顔氏家廟碑） 

・ 行書の学習（中国古典：蘭亭序、日本古典：風信帖） 

・ 仮名の学習（平仮名、片仮名の成り立ち・いろは歌・連綿） 

・ 生活の中の書（実用書道） 

・ 硬筆の学習（平仮名、片仮名の正しい書き方） 

（その他、時間や状況に応じて変更有り） 

到達目標 

・ 書写と書道の違いを理解する。 

・ 書く姿勢、筆の持ち方、用具・用材についての知識を理解する。 

・ 漢字の変遷と様々な書体の成立と基本用筆について理解する。 

・ 作品を鑑賞し、臨書を通し、字形や運筆の特徴を表現する。 

（背勢と向勢・蔵鋒と露鋒・方勢と円勢の違い等） 

・ 行書の成立と基本用筆について理解し、楷書との違いを理解し、表現する。 

・ 平仮名、片仮名の成り立ちを理解する。 

・ 仮名の成立と基本用筆・連綿の流動美を理解し、表現する。 

・ 生活で必要な実用書道の基礎・基本的な事項を理解し、文字の原則・原理に基づ

いて書くことができる。 

評価方法 

毎時間の作品提出、習熟度、出席日数、授業態度、持ち物（教科書と道具）、学期末の

学科試験を加味してこれらを「知識・技能」40％「主体性」30％「表現力・判断力・

思考力」30％の観点別で評価を決定する。 

使用教材 
光村図書 書Ⅰ 

資料・配布プリント等 

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

書写から書道へ

楷書 九成宮禮泉銘

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

顔氏家廟碑

行書 蘭亭序

風信帖

制作 伝達から表現へ

仮名 いろは歌・連綿

調和体 生活の中の書

硬筆 平仮名・片仮名

学年・コース 科目 単元 項目
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

1年

全コース
書道

 



授業科目 体育 ２０２１年度 

体育科シラバス 学年・コース １学年 探究(女子) 単位数 ２ 

授業内容 

・集団行動 

 クラスや講座の集団の一員であることを意識して行動させ、体育の授業に取り組む

姿勢をつくる。集団の中で秩序ある行動を身につける。 

・体つくり運動 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足している能

力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康で

充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・バレーボール、バスケットボール 

 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身に

つけ、技術を上達させる。 

・持久走（特色種目） 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。マラ

ソン大会の安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

・陸上 

歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれ

ぞれの種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・体育理論 

合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニング

によって向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基

礎を学習する。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に取り組む態度 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

 
●授業進度表 

 
学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換
集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

基本的技能運動

基本的技術運動

基礎、基本的な運動

合理的な運動

体力向上の運動

精神力や忍耐力メントレ
合理的な運動を学習する

練習方法や必要な体力

生涯スポーツの意味

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

体つくり

球技

陸上

持久走

１
学
期
中
間
試
験

集団行動

１年女子 体育

体育理論

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



授業科目 数学ⅠⅡ ２０２１年度 

数学科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ４ 

授業内容 

数学Ⅰ 

第 1章 数と式 

数を実数まで拡張する意義を理解できるようにする。また，式を多面的にみたり処理したりす

るとともに，1次不等式を事象の考察に活用できるようにする。 

第 2章 集合と命題 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活用できるようにする。 

第 3章 2次関数 

2 次関数とそのグラフについて理解し，2 次関数を用いて数量の関係や変化を表現することの

有用性を認識するとともに，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

第 4章 図形と計量 

三角比の意味やその基本的な性質について理解し，三角比を用いた計量の考えの有用性を認識

するとともに，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

第 5章 データ分析 

統計の基本的な考えを理解するとともに，それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握でき

るようにする。 

数学Ⅱ 

第 1章 式と証明 

整式の除法，分数式の計算，等式・不等式の証明について学ぶ。 

第 2章 複素数と方程式 

方程式について理解を深め，数の範囲を複素数まで拡張し，二次方程式を解くこと及び因数分

解を利用した高次方程式を解くことができるようにする。 

到達目標 

・各章の学習により，数学のよさを認識し，それらを事象の考察に活用して数学的な考え方に基づ

いて判断しようとする。 

・学習した内容を用いて日常生活に関わることを分析しようとする資質を育む。 

・解法の論理を過不足なく明確に表現できる。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，ノート，課題などの提出物，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度（粘り強さ・調整力）：振り返りシート，授業参加，授業態度 

① ～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：「改訂版 新編 数学Ⅰ」「改訂版 新編 数学Ⅱ」（数研出版） 

副教材：数学Ⅰ・A入門問題精講 新装版，数学Ⅰ・A基礎問題精講 五訂版（旺文社） 

「日常の予習・復習と大学受験準備のための高校標準問題集数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

数学Ⅱ・B入門問題精講 新装版，数学Ⅰ・A基礎問題精講 五訂版（旺文社） 

    「日常の予習・復習と大学受験準備のための高校標準問題集数学Ⅱ＋B［ベクトル・数列］」 

●授業進度表 

学年・ｺｰｽ 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

式の計算

実数

1次不等式

集合と命題 集合と命題

2次関数とグラフ

2次関数の値の変化

2次方程式と2次不等式

三角比

三角形への応用

データ分析

データの相関

式と計算

等式・不等式の証明

複素数と2次方程式の解

高次方程式

式と証明

複素数
と
方程式

数学Ⅰ

数と式

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

夏休み

２
学
期
中
間
試
験

2次関数

図形と計量

データの分析

数学Ⅱ

１年

探究

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



授業科目 数学Ａ ２０２１年度 

数学科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

第 1章 場合の数と確率 

場合の数を求めるときの基本的な考え方や確率についての理解を深め，それらを

事象の考察に活用できるようにする。 

第 2章 図形の性質 

平面図形や空間図形の性質についての理解を深め，それらを事象の考察に活用で

きるようにする。また、性質について論理的に考察や説明ができるようにする。 

第 3章 整数の性質 

整数の性質についての理解を深め，それを事象の考察に活用できるようにする。

整数に関する事象を論理的に考察し表現できるようにする。 

 

到達目標 

・各章の学習により，数学のよさを認識し，それらを事象の考察に活用して数学的な

考え方に基づいて判断しようとする。 

・学習した内容を用いて日常生活に関わることを分析しようとする資質を育む。 

・解法の論理を過不足なく明確に表現できる。 

評価方法 

① 定期考査，課題点検テスト，小テスト  

② ノート，長期休暇中の課題などの提出物  

③ 学習活動への取り組み，振り返りシート 

①～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：「改訂版 新編 数学Ａ」（数研出版） 

        

副教材：「日常の予習・復習と大学受験準備のための高校標準問題集数学Ⅰ＋Ａ」 

（数研出版） 

    「チャート式 解法と演習 数学Ⅰ+A」（数研出版） 

 

 
●授業進度表 

 

学年・ｺｰｽ 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

場合の数

確率

平面図形

空間図形

約数と倍数

ユークリッドの互除法

整数の性質の活用

４月 ５月 ６月

１年

探究
数学A

場合の数
と確率

図形の性質

９月 １１月

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

１月 ２月 ３月１０月

２
学
期
中
間
試
験整数の性質

７月

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

８月 １２月



授業科目 世界史Ａ ２０２１年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

帝国主義から現代に至るまでの歴史を扱う中で，現代の国際社会が抱える諸課題の

原因を理解し，今後の解決に向けた取り組みについて考察する。 

第６章 二つの世界大戦 

第７章 第二次世界大戦後の世界と日本 

第８章 現代の世界 

終章 持続可能な世界を目指して 

到達目標 

・２つの大戦に関する出来事について教科書や資料集を使って調べることができる。 

・重要な歴史的事象について，諸国間の対立の歴史的背景を理解し，今後の国際平和

のために必要なことを考えることができる。 

・現代の国際社会が抱えている諸課題や諸国間の対立について，これまでの歴史を鑑

みて，日本の果たすべき役割を考察できる。 

・地球規模の課題について国際社会がどのように対応したのかを調べ，現代社会でお

きている諸課題について，自分の意見をまとめ，発表することができる。 

・さまざまな課題について，その解決に向けて他者と協働して主体的に取り組むこと

ができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに

評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレゼン発表，

レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：『高等学校 改訂版 世界史 A』（実教出版社) 

副教材：『世界史 A 演習ノート』（実教出版社) 

『詳説世界史図録』（山川出版社） 

 

●授業進度表 

 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

激変する社会と帝国主義
第一次世界大戦とロシア
戦間期のヨーロッパとアメリカ

民族運動の高まり
第二次世界大戦
冷たい戦争
アジア・アフリカ諸国の独立と混乱

多極化の進展と冷戦体制の崩壊

統合へ向かうヨーロッパ
アメリカ・ラテンアメリカの動向

西アジア・アフリカの混迷
南アジア・東南アジア・オセアニアの動き

大国化する中国と東アジアの変動

巨大技術と人間
人が人らしく生きるために
環境問題と私たち
チェチェン紛争

学年・類 科目 単元 項目
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終章

持続可能な世界を目指して

第Ⅳ部
地球社会と日本

世界史Ａ
１年
探究

夏休み

１
学
期
期
末
試
験

第６章
２つの世界大戦

第７章

第二次世界大戦後の世界と日本

第８章
現代の世界

１
学
期
中
間
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験



授業科目 生物基礎 ２０２１年度 

理科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

第１部生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ，生物の体を構成する共通の基本単位である

細胞の構造と働きを学び，生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解する。 

第２部 遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及び DNA の構造と

機能の概要を理解する。 

第３部 生物の体内環境の維持 

生物の体内環境の維持について観察，実験などを通して探究し，生物には体内環境を

維持する仕組みがあることを理解させ，体内環境の維持と健康との関係について認識

する。 

第４部 生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ち

を理解し，その保全の重要性について認識する。 

到達目標 

・生物や生命現象に対する興味関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，

科学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理･法

則の理解を深め，科学的な自然観を養う。 

・大学入学共通テストに止まらず大学の二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（40）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（30）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書 生物基礎 数研出版 

副教材 リードα生物基礎 数研出版 

    スクエア最新図説生物 第一学習社 

 

●授業進度表 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

生物の特徴

遺伝子とそのはたらき

生物の体内環境の維持 生物の体内環境

植生の多様性と分布

生態系とその保全

生物と遺伝子

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１年探究

生
物
基
礎

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

生物の多様性と分布

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

 



授業科目 体育（体育実技１単位、柔道１単位） ２０２１年度 

体育科シラバス 学年・コース １学年 探究(男子) 単位数 ２ 

授業内容 

・集団行動 

 学校生活の中で集団行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければならな

い諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

・体つくり運動 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足している能力

を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康で充実

した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・ラグビー、バスケットボール 

 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身につ

け、技術を上達させる。 

・持久走（特色種目） 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。マラソ

ン大会の安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

・陸上 

歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれぞ

れの種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・柔道 

柔道の基本技術を身につける。相手の動きに対応した攻防ができる。強い精神力と相手

を尊重し思いやる心を身につける。ルールを守り、安全に試合ができるようにする 

・体育理論 

合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニングに

よって向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基礎を

学習する。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に取り組む態度 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

 
●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換
集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

基本的技能運動

基本的技術運動

基礎、基本的な運動

合理的な運動

基礎、基本の特性運動

相手との対応した動き

体力向上の運動
精神力や忍耐力メントレ

合理的な運動を学習する

練習方法や必要な体力

生涯スポーツの意味

学
年
末
試
験

2
学
期
中
間
考
査

2
学
期
期
末
試
験

体育理論

体育1年男子

1
学
期
中
間
考
査

1
学
期
期
末
試
験

集団行動

体力づくり

球技

陸上

柔道

持久走

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 地理Ａ ２０２１年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

１部 世界の諸地域の姿と地球的課題 

１章 地球儀や地図からとらえる現代世界 

２章 人間生活を取り巻く環境 

３章 世界の諸地域の生活・文化 

４章 地球的課題と私たち 

２部 身近な地域の課題 

１章 身近にあるさまざまな地図 

２章 日本の自然環境と防災 

３章 身近な地域の課題と地域調査 

到達目標 

・世界の略地図を書く事ができる。 

・世界の主要な国，都市名，地形の位置関係と名称を地図上で表すことができる。 

・地形・気候・産業に関する系統地理の基礎的用語や考え方を理解し，説明できる。 

・世界の諸地域や諸国の産業や文化の特徴を説明することができる。 

・地図帳を利用し，地名や統計を調べる事ができる。 

・インターネット等で，地理に関する各種資料や統計を収集し，調査･分析できる。 

・文献や統計を分析して，地理事象の背景を見出すことができる。 

・地形図の読み取りやフィールドワークによる地域調査を行うことができる。 

・統計などの情報を，地図上に表現することができる。 

・地球規模の課題の背景を理解し，解決にむけた自分の意見を発表することができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに

評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレゼン発表，

レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 
教科書：新地理Ａ(帝国書院)／『新詳高等地図』（帝国書院） 

副教材：『新詳地理資料 COMPLETE2021』(帝国書院) 

 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

地球上の位置と国家

グローバル化が進む世界

人々の生活と地形

人々の生活と気候

人々の生活と産業・文化

アジア・アフリカの生活・文化

ヨーロッパ・ロシアの生活・文化

アングロアメリカの生活・文化

ラテンアメリカの生活・文化

オーストラリアの生活・文化

身近にあるさまざまな地図

日本の自然環境と防災

身近な地域の課題と地域調査

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

人間生活を取
り巻く環境

世界の諸地域
の生活・文化

身近な地域の
課題

２月 ３月

1年
探究

地理Ａ 2

地球儀や地図
からとらえる現

代世界

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月
単元 項目

４月 ５月 ６月 ７月
学年・ｺｰｽ 科目 単位

 



授業科目 芸術 美術Ⅰ ２０２１年度 

芸術科シラバス 学年・コース １学年 探究(選択) 単位数 ２ 

授業内容 

・芸術鑑賞・美術基礎知識（色彩など） 

・1年間を通してデッサン(絵画・立体表現分野） 

・１学期 ポスター(デザイン分野）の制作 

・２学期 モダンアート画の制作 

・２学期 立体構成デザイン画の制作(デザイン・工芸分野） 

・３学期 水彩画 花と風景の制作 

・３学期 色鉛筆画の制作 

・３学期 平面構成（デザイン分野）       (その他の制作、状況に応じて変更あり)  

到達目標 

・思いを込めた丁寧な制作態度を身に着け、作品への愛着を感じることができる。 

・美術の学習を通じて、表現する喜びや楽しさを経験する。 

・デッサンでは色々な描画材料を使い、物の正確な形、本質を追及する態度を身につ

ける。 

・作品の制作を通じて、丁寧に制作された作品の価値を知る。 

・デザインの課題を通して、社会の中でデザインの在り方について考えを深める。 

・著作権法を知り著作物の保護について考える。 

・立体的なデザイン表現を知ると共に、構成力・造形力を養う。 

・創作活動を通して表現力を身につける。 

・社会の中にある色彩や表現を発見し、発展させる力を身につける。 

評価方法 

［単位修得要件］ 

課題に要求される習熟度、作品の完成度、授業態度、出席日数、学年末の学科試験を

加味し、これらを「知識・技能」40％「主体性」30％「表現力・判断力・思考力」30％

の観点別で評価する。 

使用教材 光村図書 高校美術１ 資料・配布プリント 他 

その他 
［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 小・中学校で学んだ美術の基本的知識、技能。  

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

基礎知識

色相色彩学

美術史１・２

絵画・デザイン分野

ポスターの知識

ポスターデザイン

ポスター下描き

ポスター着色

色鉛筆画の練習

モダンアート画構成

モダンアート画下描き

モダンアート画着色

水彩画（花を描く）

水彩画（風景を描く）

平面構成

学年・類 科目 単元 項目

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

1年
全コース 美術

美術知識

デザイン

絵画とデ
ザイン

水彩画と
平面構成

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 物理基礎 ２０２１年度 

理科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

運動とエネルギー・熱・波・電気といった物理基礎の４分野の中から、運動と

エネルギーおよび熱の分野を履修する。特に、運動とエネルギーについては他の

分野の基礎となるので、時間をかけて重点的に授業を進める。 

 

1 運動とエネルギー 

・物体の運動を表す量としての変位、速度、加速度の理解を、ベクトルの理解と

合わせて深める。 

・静力学の根幹である作用反作用の力とつり合いの力の違いを明確にし、動力学

の理解につなげる。 

 ・運動方程式を理解することで力に関係する事象を解析する力を養う。 

 ・仕事とエネルギーの関係を通して、エネルギーが広い意味で保存量であること

に気づかせ、次の熱分野につなげる。 

２ 熱 

・温度と熱の関係から入って、熱力学の第一法則を通して熱と仕事の関係を理解

し、エネルギー収支の視点で自然界を分析できるようにする。 

  

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもった人

物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・自然界で生起する様々な力学現象の中から単純化させたものを取り上げ、運動の記

述方法について学び、解析力をつけること。 

・力学的エネルギーや熱エネルギーを通してマクロおよびミクロ的な視点から自然

現象について考察できる力をつけること。 

・力学や熱学を通して物理学が社会の発展に果たしてきた役割に気づくこと。 

・習った分野では大学入試共通テストレベルの問題を解く力を身につけること。 

評価方法 

知識・技能（40）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（30）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書：物理基礎（数研出版） 

副教材：フォローアップドリル物理基礎（数研出版） 

    □運動の表し方・力・運動方程式  □仕事とエネルギー・熱 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

運動の表し方

運動の法則

仕事と力学的エネルギー

熱とエネルギー

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

運動とエ
ネルギー

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験熱

1年

創造
コース

物理基礎

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

探究 



授業科目 保健 ２０２１年度 

体育科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 １ 

授業内容 

 

１学期  現代社会と健康（私たちの健康のすがた～喫煙と健康） 

 

２学期  現代社会と健康（飲酒と健康～心の健康と自己実現） 

 

３学期  現代社会と健康（交通事故の現状と要因～日常的な応急手当） 

 

クラス単位の講義形式。 

動画視聴や実技、グループ学習、調べ学習なども行う。 

 

「生活習慣」『ストレス』など現代社会を特徴づけるこれらの言葉が示唆するように、

私たちの周囲には健康を脅かす数多くの危険因子がある。それらについての知識を深

め心身ともに健康的な生活を送るためにどうすればよいかを学ぶ。 

到達目標 
現代から将来にわたっての、健康的な生活とは何かを考え、心身の健康の価値を日常

生活の中で確認し、自ら進んで行動できるようにする。 

評価方法 
知識・技能  思考・判断・表現  主体的に取り組む態度 

使用教材 
教科書「保健体育」（大修館） 

ノート「現代保健ノート」（大修館） 

その他 必履修科目 

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

私たちの健康のすがた

健康のとらえ方

健康と意思決定・行動選択

健康に関する環境づくり

生活習慣病とその予防

食事と健康

運動と健康

休養・睡眠と健康

喫煙と健康

飲酒と健康

薬物乱用と健康

現代の感染症

感染症の予防

性感染症・エイズとその予防

欲求と適応機制

心身の相関とストレス

ストレスへの対処

心の健康と自己実現

交通事故の現状と要因

交通社会における運転者の資質と責任

安全な交通社会づくり

応急手当の意義とその基本

心肺蘇生法

日常的な応急手当

学年・類 科目 単元 項目

学

年

末

試

験

１

学

期

中

間

試

験

１

学

期

期

末

試

験

２

学

期

中

間

試

験

２

学

期

期

末

試

験

現代社会と

健康
保健1年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 論理コミュニケーション ２０２１年度 
国語科シラバス 学年・コース １学年 探究 単位数 １ 

授業内容 

１ 自分の意見に根拠をつけて、文章を書く練習をする。 
設計図の手順とルールを理解し、それをもとに記述する。 

２ より具体的で的確な根拠や事例を書くための細かい演習を行う。 
事例に事実を書くことを意識することで、より説得力のある文章を書く練習をす
る。最初に意見ありきではなく、根拠や事例を考えて判断していく練習をする。 

３ グループで読み合ったり、クラスで発表したりして、人の文章を評価し、人と意
見を共有しながら、お互いの考えを深めていく活動を適宜入れる。 

４ 漢字や語彙、言葉の決まりを正しく理解し、正しく使う練習をする。 

到達目標 

・ 日本語運用能力を向上させる 
・ 自分の意見を論理的に書くことができる記述力を身につける。 
・ 他者の意見を理解し、それに対して自分の意見を構築し、表現できる力を身につけ

る。 

評価方法 

① 知識・技能、② 思考力・判断力・表現力、③ 主体的に学習に取り組む態度の３

つの観点から評価する。 

具体的には、定期考査を中心に、小テスト・課題の提出状況・日常の授業への取り組

みやグループ活動への参加態度・振り返りシートの内容などをもって、総合的に評価

する。 

使用教材 

・「論理コミュニケーション第 3 版」（慶應義塾大学出版会）に基づく記述演習プリン
ト 
・言葉の決まりのテキスト  
・練習プリント 

その他 

・ 論理的にコミュニケーションする力は、社会で求められている能力であり、大学に
入学した後も能力を伸ばし続けるために必要な基礎力です。 

・ 自分を表現すること、他者を理解することの楽しさを味わいながら力をつけていき
ましょう。 

 
●授業進度表 

学年 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

論理的な文章の書き方

設計図のルール

STEPごとの練習

設計図を用いて記述練習

根拠を深める

事例を深める

記述演習

発表・議論会

言葉の決まり 語彙・言葉の決まり

学
年
末
試
験

論理
コミュニ
ケーショ

ン

1年
探究

4月

設計図
のルー
ル

文章を
深める

3月

1
学
期
期
末
試
験

1
学
期
中
間
試
験

2
学
期
中
間
試
験

9月 10月 11月 12月 1月 2月5月 6月 7月 8月

2
学
期
期
末
試
験
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